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五　はじめに

　臼本郷菜の発展が、新しい農菓技術の発農、特に農業試験場の麟究’開発

によって生み出された薪しい晶種の改良及び普及、非農業都門とりわけ、肥

桝麗桑i、農蘂戯半弓叢等の発展、そして農譲i労働慮の撹曹（乞）向上のだめの農：

業教育尋によってもたらされた事は事災として広く認められているし、亦臼

本農薬の発展に関する酬究も、最近融多くなされて果ている。

　しかし、ミクロ的な麟究、即ち＝新しい農：業技術を、農i業経慧の馬事からみ

て、それが農蘂経’露の発農に如網なる影轡を一与えているのかを伽究したもの

は数少いと云わざるを碍ない。

　そこで本小論では、出添農莱‘の生薬刀発艦を慮：接狽って来たと考えられる

農：業種鴬の立場から、新しい農榮技碗が農乗i経営の発展疋どのような役割を

果し、濃：菜麓當にとって新しい農莱技術の晋及・1繋1層が如河なる麦畠によっ

て左右されて来たのかを明らかにするのが握脚である。

　具体的には、不二趨の輪作中位爵｛i毛帯を対象に燐しい農薬技伽を：水漉の｛愛良耕

廉廉に鹸心し、米だ、笈糧蛯1淫が、農政の大黒樵であったと考えられる米の

生誕繭．整出馬の索く蚊近の年腹：を対象にして血祭したい。

　以下、ll農i業縫営の発展と新贔独の役割を、鐵農謙i縫営と贔纏の選択で、

農業経癖者が、如露なる棊準で品棟を選択するかを述べ、鐸戦品種の採用の

費用と収益を気血し、Vで麟贔榑の採用遍熱と普及裳因の分析モデルを想定

して、蓑とめに代える。

嚢　農業経営の発展と新品梗の役割

　農業経’営の目的は、云う凝でもなく農業純収益の極大化を盛合する事にあ

る。この穏的を持読的に達依してゆくためには、個々の経欝者は常に鼓質を

拡大し、より生睡性を上げてゆか訟ぱならない。つ隈鉱農莱経鴬を発展さ

せてゆくだめには、・幽々の縫’慰者；が、刺用可能な生蓬農素を最も繧繕含埋的
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に配分して、経営を行うだσでなく、常により生蝋性の高い経営にしてゆく

努力がなされなければならない。
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　今、1凶1で、X軸に歯面、　y軸に蓬出量をとり、盆、b2品鍾の生麓曲線

を示したもので、εもは既存の晶棲、bは新晶授の生：唾曲線で、今、むは誠を

上方にシフトしたものと：考える。厳2は艮、bの贔襖を各々、規模の等しい

縫鴬によって採崩された揚州の、平均費用齢繍阪界費受備鵜を示している。

今、各々の経営が純収益麹大化を自的として、行動する恵のと考えると、そ

の生嘘重は、橿i格と飯界愛用が等しくなる点凝で、生：嘘されるであろう。今

生麓物価格が、籔C紘こAC馳なる点Poになると、贔擁越を採轟する経営

は純双益0で、鹸種bを採崩する絃i鴬では、Po叢瓢Cbなる点葦で生蓬し、

その平均観融鼓Cbであるから、純駅益は、（P《）一C13）・Xbとなる。

　次に、ここで得られた純双益を、自己の磁i営の規模菰穴のため疋投食して

ゆくものと考えると、耕贔礫の採崩三期によつて、次のような経営嵐濃の異

なった麓宮が考えられる。

’凶3．は新品種のi昧納時期汐｛異るために生じ．た経営厩襖の下での、各々の平

麟曲線：と限撫髄賑賑脈・も9・顧るρ鍋鯉坤時期叫鯉・
（3）の麟で遅くなり、その採用時期が畢い赫當権規模の鉱大が進んでいるQ今

ここでも農業縫嘗者が、純収益の極大化を達旗するために、生薩物顧幡と限

　　　　　　　　　　　　　　　一18一



図3

　Y　　　　　　　　　　　　Y　　　　　　　　　　　Y

　　　　　　　　　　　　冷　（2／　李　（3＞

　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　i
　　　　　　　　　　んci　　珈　｝　　　勢。

　　　　　　　　　　　言F記臣

　　　　　　　　　　　　　｝　　ii　i　　i　…
　　　　　　　　　　　　　L＿」．上＿＿L　　L」＿
・　　X。「幽X。　　X、X，’・　　X・X・’酬撮

界費用が等しくなる点葦で生『虚するであろう。

　ここで注圏したいのは、現災に猛営規換が大きくなればなる穣、その生産

性が増越し、α）から勧へ、（2）から㈲へと右下ヘシフトしてゆく事である。こ

の編は、年々経営焼模が拡大している事からも容易に推察出来る。

　今生薩物価婚がPoであるとき紳収益は（1）で0、（2）では（Po一瑞）・Xf

（3）では、（P｛》一R2）・Xノと攻り、その生産量も堵加していく。

　生盤物緬格が20の簸葦であれば、α）は経露を続ける事が町能であるが、

一般に瀬掻は需髪蝕融と供給曲融によって決定されるから、麓出蹴が増加す

れぱ、供給曲惣は右にシフトし、額格は下洛するQとすると、額搭Poが下

試すると少なくともωの経當は域立しえなくなる。亦（2）に冷いても、価格が

P1以上であれば醗営を維持出来るが、　P、以下になると種鴬は放立たなく

なる。

　このように、農莱詮営がその目的を持輔的に達成するためには、即ち農業

凝営を発展させて行くためには、絶えず投貞を拡穴し、縫営闇の竸争力をも

強めてゆかねばなら友い箏を示しているQつ嚢り農業i縫宮看は、新しい晶痩

をより早く採用し、その純収益を自己b姪営に再投嚢してゆく事が、農業経
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営を発展させてゆく事なのである。

斑　農業経営と品種の選択

　農業猛営の発鰻が、纏しい新晶擁をより・皐く採鳩し、騒営規．模を菰大し、

経営闘の競争力を強！わる堪によって達成される事を述べて来たQ

　ここでは、三々の農桑；縫二者が、自己の縫鴬に新麟纏を殊用する場合、如

何なる基準を冷くのか、つ旧り耕贔櫨が、どの既存晶挫に、どの位代替する

のかについて考えるD

　農業擁i営護が、氷稲単作縫慮を行っている」湯合でも、一様に同一贔櫨を作

付する場合は、あっても覆く魏であ貧、いくつかの贔懲を採絹しているのが

一澱的である。それは、　！）より生：嘘切の贔魑：が艮く、譲：洛の有利なもの、

2）より旧観的に鋳曝のかからないもの、　3）より収藁：の多いもの、　塾）よ

り懲然条件に遍応し、収鯉i＝の安定的なもの、　5）より生産斐素繭での競含の

少ないもの等々のいくつかの幾慮疋よると考えられる。

　・今、三つの凝鴬で2穏類の品磁が採／二穏されている場含、どの晶：1豊糞をどれだ

け姥蕨する畢：が妾求されるだろうかQ

　藤縁は、一定の蘭廟の下で

の両晶槙の生麓鰐能曲線を描

いたものである。横輪に品櫓

A、縦鞠に二三8の蓋出善｛まを

とってある。この時2晶穂A、

Bの艦崖配分は、眠界代替率

が価婚比に等しい時が、最：も

舎埋的な生：藍配分である○と

ころで、今A、Bは共に水工

晶櫨である事から、その生濫

物麺艦は等しいQつ蓑り、麟

凱
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墨の価搭比は1に等しい（OM篇ON）○よって、一定費胞の下での商晶穂

A、Bの産出量の合澱1的配分は、生麗畷能曲線と懸Nの接点であり、品擁A

をOR、品櫨8をOS点出する鰯である。次に、費用（経鴬費）が圏定され

ていない場合、如何なる集約五斐段階黛で生．麗を押し進めると、縫鴬の麟的が

達威されるかは、凶5の麹紛であるQ

　今1Σ藍」4・6り（）A、　08シて：催王　　　　　　C　　　　 l斗ζ垂5

交する麟脚C燈館魏　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　…
と・嶋繭蜘・蟹の　　｛

で示され、　これと纏婚線と

の接i線P1箕で藥約化され

る時、その邑的は達成され

る。

　今・蓬で、経鴬内の耕地＝条

件を暗黙のうちに同一であ

るかの軽く扱って来た。が

一般的に云って、一つの品

撞が金ゆる素面の下で、有

利であるとは［鍛らない。

　凶6で、今谷に気欝厩立、

土地の肥沃度、雄概、排水

等の粂件の異る2つの耕地

を．農出、不良藤ヨと名づり＼

この2つの耕地～ζA、B2

っの麟擁を款培した蒔の生

出曲線技、　bが描かれてい

る。今良出にお・いては品漣
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Hが、不罠出に諭いては二二Aがより生産性が高いために選好される。そし

　　　　　　　　　　　　　ひて、不良出の座標軸を180　幽転させ、良品のbと不良田の批が接する様

に描かれている。

　従って0とし％＝ObCb，0誌Y＆；0わYbである。今山幽で二二Bを栽’

濡する笏含、収益の最も穴きい点をP哉とするQ（晶晶収入と眠界費用の等

しい点）、同様に不良諾での晶痩Aを栽培する笏含の最適点をPbとする。

このとき、P換Pbが1点Pと一敏するとき、収重は極大と壕凱1凶で各々の

生産曲線．上の歳適温が、良田でC三不良出でC2であるとき、0翁C三とOb

C2の和が、0艮Caより温きσれば、不良出のグラ：7を右上にシフトし、

0と匙αしに面しくなる凝で集約化し、逆の場合は同様《OaCaに等しくなる蓑

で粗放化する事によって純収益の極穴化が実塊される。もし、嚢用が圏定的

であるならば、肺門の生塵曲線bと不良出の生媛縫線批とが接する場含に、

その収鍛は最大となるQ

lV　新品僅の採講の費用と収益

　農業経営煮が新仏櫨を採甫しょうとする行鋤は一鍵の投寅活動と：考える嘉

が出来る。この縞合、歎晶棲を採用する峯によって期待鐵来る叙益と、これ

を麟たに蘇試する事による危険、それらを採襯するための費用との闘係で、

その採決迷凌や普及雄が影懲されるであろうQ

　ここでは耕晶穆を採擁する笏禽の輝趨疋ついて考えると、　1）二品橦の知

議及ひ識培技術を台逸するに必要な曖朗、2）既存：乱心によって轡られると

期待出来る古畳、3）薪麟櫨に代瞥する事によって起る生嘘費素の温言分の

綾用、　昏）耕麟纏を蘇崩する事疋よつて，不必幾となる生崖蛮財の樋櫨Q等が

：考えられる。これらの収登及ひ費網は当然、個浸の繧営のおかれている払出

によって、その辞癒は異って来るであろう。
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V　新品櫻の採用三三と晋及要融分析モデル

農莱税営老が新しい虚宿を採算弓する凝での様々な鷲勤は凶？のように：考え

られるQ

　　　　　　　　　　　e青　報

　　　融7㌧総∩

薪品種の開発
瞼1

↓／／

　　　　　　＼　　　　　　　、＼、～

剰
＼、

抱

絶

，薙壷D

タ　葬採規継続

　先ず、新晶櫨のこ止を知り、1麹心を持つ。次に様々な蒲報と、自己の経営

粂件尋を基礎として、評価してみるQそこで、藁屑とみれば試行し、確信が

もてれば採用、危険が大きすぎれぱ、拒絶するQ亦他の縫営での普及が高ま

れば、情報はより豊かとなり、より正確に評晒墨来る藻毒果となる。従って薪

贔橦を栽たに採用する場合、箏ければ早い程、その危険率は大きく兇積られ

るであろうQ

　農業縫鴬がその目的を持続的に達人：するためには、より生：産性の高い贔擁

をより早く採用し、より高峯的に自己の凝鴬に採用し、かつ継営規襖を拡大

してゆか怨ぱなら左い事を述べて来たQここで、新品1縢が難刺なる一褻因によ

って、その採用が助長され、あるいは薩害されているのかを見るために次の

式を想定して、むすびにかえたい。

　　Y＝＝F（王｝，も，　K，　T）…………（1＞

　ζ．こでYは薪麟撞の面輪率、Bは執・地、　Lは労鋤、　Kは南本、　Tは技術水

箏を表わし・今考えている変銑・予想している関係を（）内鵬い螢

ぐ。

　　Y；麟品纏の作付面積／作村面櫨

　　　　　　　　　　　　　　　　一23一



81；魔営規懐　（＞o）

B2　；土地の蜜（不良戯藁）　（〈：1）

垣　；労働者の量　 （＞0）

L2　；労鋤煮の綴　（＞0）

K1　；過去の純萩益（＞0）

T1　；妻訴贔種の瑠収率（〉｛｝）

T2；晋及活動　　（〉．o）

T3；遍去の晋及箪（＞1｝）
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